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自ら望む言語で自由に暮らせるまちづくりの視点から

〇障害の特性に応じたコミュニケーション手段、
意思疎通支援の総合的な政策

〇言語としての認知や行政等が手話言語と音声言
語の平等を図るための措置といった政策

基本的スタンスに変更はない。



条例制定に対する意見書（2021年12月28日提出）

条例制定の方向性

「情報コミュニケーションに関する条例」「手話言語に関する条
例」の別立型により、条例で規定するものと、施策で対応するも
のの具体的検討を前向きに実現されるよう要望します。

一般社団法人滋賀県ろうあ協会

会長 祐耆 明人

滋賀県手話通訳問題研究会

会長 山本 廣美



今回の事務局資料に載っていないもの

• 『滋賀手話の歴史～滋賀県立聾話学校における手話の変遷を中
心に～』（西垣正展：滋賀県立聾話学校教諭）

• 『わが指のオーケストラ』（山本おさむ：漫画家）



『湖国の手話言語』



手話言語の
国際的認知
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２０１０年

ろう教育から手話言語を排除する
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ろう教育から手話言語を排除しない
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「手話の言語性の否定」を全面撤回
させた歴史がある



口話から手話言語へ

・ミラノ・第２回聴覚障害教育国際会議（1880年）で多数の手話論者
を排除して口話教育推進を決定。それが悲劇の始まりだった。

（「アメリカの聾者社会の創設」（全社協発行）より）

・日本でもその影響を受けて全国盲唖学校長会（1933年）において文
部大臣が口話教育の徹底を訓示。

・130年後、バンクーバー・第21回聴覚障害教育国際会議（2010年）
で手話の復権を決断。画期的歴史なこと。障害者権利条約の影響が大
きい。

・バンクーバー決議は、「ろう教育は全ての言語を受け入れる」こと
と「コミュニケーション方法を受け入れる」ことを別々に扱っている。

※「世界の記憶」（ユネスコ）登録へ動き



言語は手話言語と音声言語の平等

手話言語 音声言語

言語権の平等保障

県民、事業者等の役割
優しい日本語を使う等

コミュニケーション手段・
意思疎通支援の保障

障害児・者

コミュニケーション権の保障

障害の有無に関係なく
きこえる人

①手話言語の獲得②手話言語で
学ぶ③手話言語の取得④手話言
語を使う⑤手話言語を守る

※教育的要素が含まれる



事例①
鳥取県：教育における手話の普及（政策面）

・ 小中学校・高等学校・特別支援学校において、ろう児、地域
のろう者等との交流を通じて、教職員、児童・生徒一緒に楽しみ
ながら手話の普及を進めます。

・ 手話学習教材の活用状況等を把握し、手話普及支援員派遣制
度の充実を図りながら、各学校において指名される手話推進員が
中心となって着実に取組を進め、将来的には全学校で手話を学ぶ
機会をつくります。



事例②
三重県手話施策推進計画より
○施策３：手話の普及等【条例第10条】

(3)幼児、児童、生徒及び学生に対する手話学習の取組促進 学校
における手話を学ぶ取組の実施／聾学校との交流及び共同学習を
とおし た手話の普及促進 等

○施策４：ろう児等の手話の学習等【条例第１１条】

(1)ろう児が在籍する学校での手話教育の環境整備、教職員の手
話技術 の向上 教職員に対する研修の実施

(2)ろう児が在籍する学校での保護者への手話学習の機会の確保
等 保護者に対する手話講習会等の実施

(3)聴覚障がいのある乳児、保護者への手話学習の機会の確保 乳
幼児及び保護者を対象とした教育相談等の実施 等



条例の基本的事項はこう考える

①手話言語がろう者にとって日常生活及び社会生活を営む上で重要な
独自の言語であること。

②ろう者の手話言語の獲得・習得の機会の拡大並びに手話言語の文化
的財産の継承及び発展を図る。

③手話言語の獲得・習得等に関する施策について、基本理念を定め、
並びに滋賀県等の責務を明らかにする。

④手話言語の獲得・習得等に関する施策の基本となる事項を定める。

⑤手話言語の獲得・習得等に関する施策を総合的かつ計画的に推進す
る。

⑥「手話を使う」⇒ 情報コミュニケーション条例に盛り込む



認識すべき「情報・コミュニケーション条例」 「手話言語条例」

手話言語
の獲得

（手話言語を獲得する）

手話言語
の習得

（手話言語を学ぶ）
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の使用

（手話言語を使う）

手話言語
での習得
（手話言語で学ぶ）

手話言語の
普及・保存
（手話言語を守る）
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指文字
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わたしたちにとって
わかりやすい富山県手話言語条例
わかりにくい愛知県（略）条例
愛知県（略）条例はなぜわかりにくいか

・名称と中身との整合性が薄い

・言語性が認知されていない

・普及、理解促進のみの政策




